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岡山県南西部に位置する矢掛町は、江戸時代には宿場町として栄え、豊かな食材で旅人をもてなしてきました。近年は古民家再生による
店舗や宿泊施設により当時の街並みを取り戻し、日本初のアルベルゴ・ディフーゾとして認定された町でもあります。
東京2020オリンピックパラリンピック競技会では、イタリアチームのホストタウンとして、所沢で合宿中のイタリア選手団に矢掛自慢の野
菜を送り、選手たちから大好評を得ました。こうしたご縁から、新たな挑戦として作付けを始めたイタリア野菜は、太陽と清流の恵みを
味方につけ、早くも全国のシェフの皆様にご愛用いただいています。
その美味しさを多くの方に直接お伝えするために、昨年初めて開催した交流体験型イベント「テーブルCROSS」。今年も、さらにパワー
アップして開催します。矢掛町イタリア野菜の力強くて優しい味わいの理由を、ぜひ実際に足を運んで見つけに来てください。

イタリアンの名店シェフたちが集結

野菜を「育てる」生産者と、料理を「作る」シェフ
そして料理を「味わう」人たちが

つながる(CROSSする)
体験型イベント開催

岡山県矢掛町
イタリア野菜プロジェクト

400年の歴史 江戸時代の宿場町に泊まり、
イタリア野菜の収穫体験をし、
名店シェフの出張料理を味わい、シンポジウムに参加する。
矢掛町イタリア野菜の魅力をまるごと体感する旅！

旬のイタリア冬野菜で本場の郷土料理を再現。
シェフの料理を間近で見て、味わいます。
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矢掛町

矢掛町
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(東京  品川区)
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カパンネッリ氏 山中 律子氏

イタリア家庭料理
研究家

使用野菜（予定）：カーヴォロ・ネーロ、フェンネル、リーキ、チーマ・ディ・ラーパ、ラディッキオ他

第2回

主催 : JA 晴れの国岡山  矢掛アグリセンター　共催 : 矢掛町　協力 : 公益財団法人 日伊協会



�月�日（土）

�月�日（日）

ツアー日程（1泊2日）

陣内秀信先生を囲んで座談会

13:00  岡山駅 出発　→　14:30  矢掛町 到着・矢掛町街並み散策 (ガイド付き)　
→　17:30  陣内秀信先生を囲んで座談会（やかげ一譚）

9:00  朝市（希望者のみ)　→　10:00  収穫体験（イタリア野菜畑)
→　11:00  イベント参加・マルシェ（JA矢掛アグリセンター) 　→　13:15  大通寺拝観
→　14:30  矢掛町出発　→　16:00  岡山駅着 解散

※東京駅～岡山駅間の手配なども承りますのでご相談ください。

※最小催行人数20名

イタリア建築・都市史の第一人者で、日本の都市形成や歴史に関する講演や著書も
多い陣内秀信先生を囲み、イタリアと矢掛町についての座談会を開催します。陣内秀信 氏

法政大学 名誉教授

(2～ 4名1室ご利用時の1名様料金・1名1室ご利用ご希望の方はお問い合わせください)
【ツアー代金に含まれるもの】　2日間のバス料金＋宿泊料金 (1泊朝食付 )＋イベント参加費

￥��,���～￥��,���ツアー代金

★オプション★　事前申し込みが必要となります。「やかげ一譚」での夕食：５,５００円 (現地払い) やかげ一譚
宿泊場所

�月�日（土）��:��～「やかげ一譚 本館」にて


